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子ども会野外生活リーダー研修
玄海少年自然の家で行われたリーダー研修。今年は73人の小学生が
参加し、さまざまなプログラムにチャレンジしました。表紙はカレー
作りのために火をおこしている様子です。火おこしから行って作っ
たカレーは格別においしかったことでしょう。

広報



　家庭や保育所、幼稚園などで
知ることが多い昔話。子どもた
ちにとって、絵本を読んだり、
話を聞くだけでは分からないこ
ともあるはずです。７月６日、
町立保育所の地域子育て支援行
事で、劇団バクによる「こぶと
りじいさん」の劇がありました。

まちの話題 My Town Topics
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　７月５日から６日にかけて、宗像市の玄海少年自然の家
で、子ども会野外生活リーダー研修が行われました。町内の
小学４年生から６年生のうち73 人が参加。９グループに分
かれリーダーとしての資質を向上させながら２日間にわた
り、野外調理、キャンプファイヤー、子どもフェスタの企画会
議などのプログラムに取り組みました。この２日間さまざま
な内容に一生懸命の子どもたちは時間がたつのも忘れてい
たようでした。また、今年８月31日に行われる子どもフェス
タには34 人の子どもたちが実行委員として活躍します。こ
れからも地域のリーダーとしての頑張りを期待しています。

踊りの上手なこぶとりじいさん
▶地域子育て支援行事

友だちたくさんできたかな?
▶子ども会野外生活リーダー研修

　７月の風物詩「七夕飾り」。町内のあちこちで七夕飾

りを見かけたのではないでしょうか。これは、町立保育

所の園児たちが一生懸命に作ったもので、町内の施設な

どに贈られたもの

で す。 ７ 月 ７ 日、

役場にも七夕飾り

が届けられました。

願 い 事 の 中 に は

「もっと速く走れる

ようになりたい」、

「アナと雪の女王の

アナになりたい」

などかわいい夢が

たくさん。みんな

の願いが叶うとい

いですね。

七夕に願いを込めて
▶町立保育所園児の七夕飾り

通学合宿で「歴史探索」
▶南陵塾通学合宿

　７月６日、ＮＰＯ法人南陵塾による今年で９回目の通
学合宿に、鞍手町の小学生 20人が参加しました。今回
初めて、鞍手町の文化遺産を巡り、いわれや歴史を学ぶ

「歴史探索」を体験学習の１つとして実施。この日は中
山不動尊、熱田宮、高木薬師、長谷観音を巡りました。
本来は特定の日にしかお披露目していないという像など
も、「子どもたちのためならば」という地域ボランティア、
文化財管理者のみなさんの熱い思いによって間近で見る
ことが実現され、子どもたちは大喜び。鞍手の歴史を肌
で感じられる貴重な体験となったようです。

登場人物のおじいさ
んやおばあさん、さ
らには鬼やヘビまで
歌って踊る楽しい劇
に、子どももおとな
も見入っていました。
参加者全員が楽しめ
るひとときになった
ようです。
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８月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく日記

お待ちしています
広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に
誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募集
しています。９月生まれは、８月11日（月）
までに役場政策推進課☎４２局２１１１番へ
お申し込みください。

▼

　毎年恒例となった大豆の種まき。７月 14 日は古月小

の３年生の児童が、学校菜園で大豆の種まきを行いまし

た。今年で９年目を迎えるこの事業は、食育の活動に取

り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協力のもと行われ

ているものです。児童たちは女性の会の指導のもと手際

よく種をまき、土を被せていきました。

食育体験は大豆の種まきから
▶古月小学校と西川小学校の３年生がチャレンジ

ぬくもりのある人権のまちづくり
▶同和問題啓発強調月間

　７月 22 日、中央公民館で子どもの学び館代表取締役

の福永宅司さんによる、「ぬくもりのある人権のまちづ

くり」と題した講演会が行われました。この講演会は、

人権問題に関する正しい理解と認識を深めるためのもの

です。「他人と比較されて元気になる人はいない、比較

して良いのは過去の自分と今の自分だけ」「誰だって、

あの頃と比べて成長したねと言われるだけで嬉しくなり

自分のことを誇りに思

えるようになる」と自

尊感情の大切さを訴え

る福永さん。自分自身

が幸せに生きるために

も、共に人生を歩んで

いる人を勇気づけるこ

とが大切で、それこそ

が「ぬくもりのある人

権のまちづくり」にな

るのではという言葉に、

会場を訪れた百人を超

える参加者たちも、日

頃の自分のあり方を考

え直させられていたよ

うです。

　また、７月 16 日には西川小の３年生の児童も大豆の

種まきを行いました。こちらは連日の雨により、予定し

ていた畑での種まきはできませんでしたが、児童たちは

楽しそうに鉢などに種をまいていました。これから８月

には紫色の花を咲かせ、10 月には枝豆の収穫を行い販

売を行う予定です。また、児童たちは大豆を使った豆腐

作りや味噌汁作りなどにも挑戦し、大豆を通して様々な

ことを学びます。

松
ま つ お

尾昂
こ う せ い

星くん
平成 24 年８月７日生まれ

昂星くん、２歳のお誕生日おめ
でとう ! ! 最近は踊ったり、お
しゃべりしたり、面白い顔をし
たりといつも笑わせてもらって
います。これからも元気にのび
のび育ってね ! !（父　裕也さん、
母　理恵さん・小牧）
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

陶芸 古屋正己さん
（室木）

竹松孝子さん
（直方市）手編み

チルト模様のチュ
ニックを編みました。
肩より編み下り方眼
編みでウエストの位
置より身頃と別模様
で少し広がり、袖と
裾は同じ編み方をし
ました。袖付けが難
しかったです。

町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め

ざ
す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手

町
人
権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や

自
学
学
習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時

入
会
・
見
学
可
能
で
す
。
ま
た
、
夏
休
み
は
こ
れ
ら
の
日

以
外
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
、午
後

５
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保
館

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
八
尋
集
会
所

●
鞍
手
人
権
中
学
生
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
、午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集
会
所

●
対
象
者　

町
内
の
小
・
中
学
生

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
人
権
子
ど
も
会
の
お
知
ら
せ

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
と
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て
２
０
１
４
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が
ユ
ニ
ー
ク

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
と
き　

８
月
31
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

２
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

体
力
測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、読
み

聞
か
せ
、カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き
氷
・
ク
ッ
キ
ー
販

売
、ま
と
当
て
、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、お
ば
け
屋
敷
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で

ボケ防止のために陶芸サークルに入門し、手びね
りから最近ろくろに挑戦しています。思うようにい
かず悪戦苦闘していますが、楽しい時間帯です。

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て

２
０
１
４
に
行
こ
う

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

求
む
。
力
作
。
自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の
出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
56
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍

手
美
術
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
出
品
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
17
日（
金
）か
ら
19
日（
日
）ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部（
高
校
生
を
含
む
）＝
絵
画
、書
道
、

写
真
、服
飾
工
芸
、彫
刻
工
芸
、陶
芸
、生
花
▽
小
中
学
生
の
作

品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋
画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る

▽
書
道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻（
裏
打
ち
）を
す
る
▽
写
真

＝
四
つ
切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か
額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

一
部
門
に
つ
き
一
千
円

●
申
し
込
み　

９
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
22
日
（
月
）
ま

で
に
中
央
公
民
館
へ

●
問
い
合
わ
せ　

開
催
要
項
や
、出
品
票
は
９
月
１
日（
月
）か

ら
中
央
公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
こ
と
は
美
術

協
会
事
務
局（
中
央
公
民
館
内
）ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で
は
、第
15
回
朗
読
発
表

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
て
ど
う
ぞ
。

●
と
き　

９
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

星
新
一
の
『
未
来
い
そ
っ
ぷ
』
よ
り
「
あ

る
商
品
」、
吉
野
せ
い
の
「
洟は
な

を
た
ら
し
た
神
」
な
ど

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４
２
局
７
８
７
５
番
ま
で
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお願
いします。役場政策推進課☎４２
局２１１１番まで、ご連絡くださ
い。

広報
ぎゃらりー

表装
絹本に描いた「椿」
を掛軸にしました。
表装教室に参加して
初めての作品です。
教室では先生や先輩
に基本から丁寧に指
導していただいてい
ます。

俳句 竹松正則さん
（唐ヶ崎）

週一回健康登山で、
御山を散歩していま
す。急いで往復一時
間半。山頂よりの景
色は抜群です。途中
急坂の立林にて初秋
の頃、桐の葉が舞い
落ちます。鞍手町も
発足して既に五十九
年過ぎました。炭坑
閉山より半世紀過ぎ、
今昔の感にひたって
います。

桐
一
葉
　
鞍
手
の
町
の
　
今
昔

髙須賀秀高さん
（飯塚市）

次
回
は
、
山
本
通
昭
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

Relay Essay

私
の
手
元
に
平
成
24
年
鞍
手
町
自
治

公
民
館
連
絡
協
議
会
か
ら
の
表
彰
状
が

あ
る
。
現
役
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
約
10

年
間
、
城
ヶ
崎
区
の
館
長
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
活
動
の
賜
物
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
関
係
者
を
始
め
区

民
一
人
ひ
と
り
の
盛
り
上
が
り
に
よ
っ

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
感
謝
し
て
い

る
。現

在
15
の
サ
ー
ク
ル
と
そ
の
他
、区
か

ら
外
へ
反
対
に
外
か
ら
我
が
区
へ
の
参

加
交
流
も
あ
り
、
正
に
「
朋
あ
り
遠
方

よ
り
来
た
る
」
と
思
う
。
さ
ら
に
老
人

ホ
ー
ム
の
慰
問
、
開
発
途
上
国
へ
の
教

育
支
援
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
発
展
し

て
い
る
。

ニ
ー
が
言
っ
た
、「
い
っ
し
ょ
に
す
ば
ら

し
い
人
生
を
過
ご
そ
う
」
と
…
。

最
後
に
我
ら
の
公
民
館
の
宣
伝
を
す

る
と
、
高
台
に
立
地
し
眺
望
も
よ
く
、
一

番
美
し
い
季
節
は
春
満
開
の
桜
で
花
見

を
し
た
り
、
紅
白
の
ツ
ツ
ジ
が
方
面
一

杯
に
咲
い
て
、
見
事
と
言
う
ほ
か
は
な

い
！

鞍
手
町
に
は
46
の
自
治
公
民
館
が
あ

る
が
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
影
響
で

前
途
多
難
と
思
う
。
し
か
し
こ
の
時
に

横
の
連
係
で
助
け
合
い
、
情
報
交
換
す

れ
ば
広
く
住
民
が
「
顔
見
知
り
」
と
な

り
、
勇
気
と
元
気
が
湧
き
、
共
に
互
い

の
絆
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
最
近
、私
の
親
友
や
母
も
黄
泉

の
客
と
な
っ
た
。
色
々
な
思
い
出
が
あ

ふ
れ
意
気
消
沈
し
た
が
今
は
違
う
。
胸

中
に
彼
ら
は
生
き
生
き
と
有
り
、
こ
れ

が
力
と
な
っ
て
い
る
。
人
生
の
宝
は
人

と
人
と
の
繋
が
り
で
あ
り
、
一
期
一
会

の
思
い
が
一
層
深
く
な
っ
た
。
最
近
い

い
言
葉
を
聞
い
た
。
あ
の
有
名
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
正
憲
さ
ん
（
城
ヶ
崎
・
71
歳
）

VOL
185

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
青
柳
豊
子
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

町
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
販
サ
イ
ト
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」（
く
ら

て
エ
ス
ジ
ー
）
を
開
設
し
、
鞍
手
町
の
特
産
品
な
ど
を
全
国
に
向
け
て
広
く
販
売
し
て

い
ま
す
。「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」
で
は
、
８
月
５
日
（
火
）
か
ら
期
間
・
数
量
限
定
で
、

「
鞍
手
ぶ
ど
う
」
の
販
売
を
始
め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
直
鞍
ブ
ド
ウ
品
評
会
で
金
賞
を
取
っ
た
こ

と
が
あ
る
も
の
を
始
め
上
位
入
賞
実
績
の
あ
る
、
鞍
手
町
の
ぶ
ど
う
農
家
に
よ
る
、
大

粒
で
大
房
の
甘
く
て
お
い
し
い
「
鞍
手
ぶ
ど
う
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
で
宅
配
も
で
き
ま
す
の
で
、
遠
方
に
住
む
大
切
な
人
へ
の
お
中
元
や
贈
り

物
に
も
最
適
で
す
。
詳
し
く
は
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
出
店
要
件
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
う
え
、
必
要
書
類
を
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.kurate.japan.sg.jp 

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
振
興
課
☎
４
２
局
２
１
１
１
番
ま
で

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
で
数
量
限
定
販
売
! !

「
鞍
手
ぶ
ど
う
」の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
ま
す

●
役
場
地
域
振
興
課

　
楽
し
い
と今日

も
笑
顔
で

趣
味
の
輪
が
　

鞍手 sg 検索
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／８月の休館日は、６日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFORMATION

花火はどうやって作るの？材料は？打
ち上げ方は？どんな種類があるの？い
ろいろな色に変化するのは、なぜ？な
どなど、花火にまつわる素朴な疑問に
お答えします。花火のふしぎがたっぷ
りつまった楽しい写真えほん。

知って楽しい
花火のえほん

作＝冴木一馬

誰もが不可能だと思った走ることへの
挑戦！奇跡を実現した臼井二美男と義
足使用者たちの感動の人間ドラマ。

義足ランナー
義肢装具士の奇跡の挑戦

作＝佐藤次郎

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

コモリと子守り（作＝歌野晶午）
軍師　黒田官兵衛（作＝高橋直樹）
僕が旭山動物園で出会った動物たちの子育て（作＝小菅正夫）
三国志　外伝（作＝宮城谷昌光）
虚ろな十字架（作＝東野圭吾）
誰も戦争を教えてくれなかった（作＝古市憲寿）

今月新しく入りました。
●子どもの本

おいしいな！（作＝きむらゆういち）
どうぶつたちはしっている（作＝マーガレット・ワイズ・ブラウン）
ぶたがどぶ（作＝佐々木マキ）
ナナとミミはぶかぶかひめ（作＝オガワナホ）
ぼくたちいそはまたんていだん（作＝三輪一雄）
石の神（作＝田中彩子）

小さいおうち
作＝中島京子

ち
い
さ
い
お
う
ち

が
主
人
公
の

話
。
む
か
し

む
か
し
、
ず
っ
と
い
な

か
の
静
か
な
所
に
ち
い

さ
い
お
う
ち
は
建
て
ら

れ
た
。
自
然
を
見
つ
め
、

自
然
と
と
も
に
暮
ら
し

て
い
た
。
や
が
て
月
日

が
経
ち
、
周
り
の
景
色

が
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
、

都
会
に
な
っ
て
い
く
。

あ
る
日
、
ち
い
さ
い
お

う
ち
が
い
な
か
に
引
っ

越
し
を
す
る
事
に
な
る
。

時
間
の
流
れ
と
人
の
営

み
、
自
然
へ
の
愛
情
が

感
じ
ら
れ
る
美
し
い
絵
。

子
ど
も
と
一
緒
に
大
人

に
も
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
一
冊
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

８
月
は
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
由
衛
久
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

ちいさいおうち
作＝バージニア・リー・

バートン

女
中
と
呼
ば
れ

て
い
た
時
代
。

主
人
公
タ
キ

の
回
想
録
で
物
語
が

始
ま
る
。
女
中
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
も
の

は
、
掃
除
や
炊
事
の
手

際
の
良
さ
だ
け
で
は
な

い
の
だ
。
小
説
家
の
家

で
、
あ
る
種
の
頭
の
良

さ
と
能
力
を
評
価
さ

れ
て
、
そ
の
後
の
タ
キ

の
生
涯
が
予
感
さ
せ
ら

れ
る
。
縁
あ
っ
て
、
長

く
奉
公
す
る
こ
と
に

な
っ
た
平
井
家
で
起
こ

る
数
々
の
日
常
が
描
か

れ
て
い
る
。
最
終
章
の

『
小
さ
い
お
う
ち
』
ま

で
読
ん
で
初
め
て
、
そ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

か
と
納
得
で
き
る
。
余

韻
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
本
。

※８月の新刊は、４日（月）からの貸出となります。
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HealthDr. 松本の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
尿
路
結
石
は
、
食
生
活
の
偏
り
が
原
因
と
な
り
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

予
防
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
、
夏
場
は
特
に
水
分
の
補
給

に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

松
本
博
臣
さ
ん
・
ま
つ
も
と
ひ
ろ
お
み
・
平
成
13
年　

産
業
医
科
大
学
卒
業
。
門
司
労
災
病
院
（
現
・
門
司
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）、
九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
産
業
医
科

大
学
病
院
泌
尿
器
科
を
経
て
、
現
在
く
ら
て
病
院
泌
尿
器
科
に
勤
務
。（
毎
週
月
曜
日
）

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

以
前
、
尿
路
結
石
で
非
常
に
痛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
予
防
法
や
注
意
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
（
40
歳
・
男
性
）

尿
路
結
石
と
は

　

尿
路
結
石
は
発
生
場
所
に
よ
り

上
部
尿
路
（
腎
、
尿
管
）
結
石
と

下
部
尿
路
（
膀
胱
、
尿
道
）
結
石

に
分
け
ら
れ
ま
す
。結
石
の
95
パ
ー

セ
ン
ト
が
上
部
尿
路
結
石
で
、
１

年
間
で
10
万
人
の
う
ち
１
９
２
人

に
発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
生
涯
罹り
か
ん患
率
（
一
生

の
う
ち
に
一
度
は
尿
路
結
石
に
な

る
割
合
）
は
男
性
15.1
パ
ー
セ
ン
ト
、

女
性
6.8
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
決

し
て
稀
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
5
年
後
の
再
発
率
も
約
45

パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、
一
度
治
療

し
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

症
状
の
多
く
は
疼と
う
つ
う痛
と
血
尿
で

す
が
、
尿
路
感
染
を
合
併
し
た
場

合
に
は
発
熱
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
結
石
の
種
類
も
様
々
で
、

シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
、
リ

ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
、
尿
酸
結

石
、
感
染
結
石
な
ど
他
に
も
あ
り
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
だ
け
で
は
結
石
と
判

ら
ず
、
Ｃ
Ｔ
や
超
音
波
エ
コ
ー
検

査
で
初
め
て
結
石
と
判
明
す
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

結
石
発
生
の
原
因

　

尿
路
結
石
は
、
遺
伝
が
原
因
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
に
尿
路
の
通
過
障
害
や
尿
の

う
っ
滞
に
よ
る
尿
路
感
染
、
内
分

泌
異
常
、
内
服
薬
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

結
石
を
繰
り
返
し
て
い
る
人
は
予

防
の
た
め
、
内
服
薬
を
一
度
確
認

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

発
汗
に
よ
り
尿
量
が
減
少
す
る
夏

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
結
石
を
発
生
さ

せ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
結
石
の
も
と
に
な
る
シ
ュ
ウ

酸
を
尿
中
に
排
泄
し
に
く
く
す
る

効
果
が
あ
る
た
め
不
足
の
な
い
よ

う
に
摂
取
す
る
こ
と
が
結
石
発
生

の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。ま
た
、
夕

食
を
食
べ
て
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う

と
、
食
事
の
影
響
が
尿
に
強
く
出

る
た
め
、
尿
が
濃
く
な
り
結
石
が

で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。夕
食
か
ら

就
寝
ま
で
の
間
隔
は
４
時
間
程
度

空
け
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
尿
路
結
石
の
原
因

は
偏
っ
た
食
生
活
に
潜
ん
で
い
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
食
生
活
の
改

善
が
な
に
よ
り
の
尿
路
結
石
予
防

と
言
え
ま
す
。
痛
い
思
い
を
す
る

前
に
食
生
活
を
見
直
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

場
は
特
に
結
石
の
発
生
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

水
分
を
し
っ
か
り
と
摂
取
し
、
尿

量
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

清
涼
飲
料
水
、
甘
味
飲
料
水
、
コ
ー

ヒ
ー
、
紅
茶
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
過

剰
摂
取
は
結
石
発
生
の
要
因
に
な

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
の
た
め
に

尿
路
結
石
を
繰
り
返
す
人
に
は
次

の
よ
う
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
い
う
調
査
報
告
が
あ

り
ま
す
。

１
．タ
ン
パ
ク
質（
特
に
動
物
性
蛋
白

質
）や
炭
水
化
物
の
摂
取
が
多
い

２
．カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
が
少
な
い

３
．野
菜
摂
取
量
が
少
な
い

４
．夕
食
か
ら
就
寝
ま
で
の
時
間
が

短
い
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

乳幼児健診・相談
　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対象児

４か月健診 ８月21日（木）平成 26 年 3 月 25 日から
平成 26 年 4 月 23 日生まれ

７か月健診
８月28日（木）

平成 25 年 12 月 27 日から
平成 26 年 1 月 30 日生まれ

12 か月健診 平成 25 年 8 月 01 日から
平成 25 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月07日（木）

平成 25 年 1 月 4 日から
平成 25 年 2 月 07 日生まれ

３歳児健診 平成 23 年 07 月 4 日から
平成 23 年 08 月 07 日生まれ

乳幼児相談 ８月27日（水）平成 26 年 5 月 25 日から
平成 26 年 06 月 28 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
●問い合わせ　総合福祉センターまで

施設健診（個別健診）のご案内
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習慣病

予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受けましょう。
特定健診は鞍手町国民健康保険に加入している 40 歳
以上 75 歳未満の人が対象です。受診を希望する人は
申し込みの上、「特定健診受診券」を受け取りください。
●ところ　かかりつけの医療機関
●申し込み　役場保険健康課健康増進班まで

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
●とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分まで

①必ず妊婦本人がお越しください②日時の都合が
つかない場合はご相談ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●必要なもの　妊娠届出書（ある

人のみ）

母子健康手帳の交付

風しん予防接種の費用助成
風しんに対する免疫がない女性が、妊娠初期に風

しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが「先天性
風しん症候群」という病気にかかってしまうことが
あります。この病気の発生を予防するため、町では「風
しんワクチン」または「麻しん風しん混合ワクチン」
の予防接種の費用を全額助成します。（１万円を上限
とし、風しん抗体検査費用は含みません。）
●助成対象者　町に住民登録（住民票）があり、①

20 歳以上 50 歳未満の女性で妊娠を予定または希
望している人、②妊婦の夫（または胎児の父親）
※昨年助成を受けた人を除きます。

　※妊娠中の人は接種できません。また、接種後２
　か月間は妊娠を避ける必要があります。

●助成申請手続き　各医療機関で予約の上接種し、
後日役場へ申請をしてください。

●抗体検査　風しんに対する十分な免疫があるかど
うかは、抗体検査で確認することができます。従
来から抗体検査を実施している県保健福祉環境事
務所と併せて、７月１日から町内の医療機関にお
いても抗体検査を実施できるようになりました。
抗体検査実施場所 実 施 日 予約受付電話番号

嘉穂・鞍手保健福祉環
境事務所

８月26日（火）
９月16日（火）保健衛生課感染症

係☎（0948）21
局 4972 番嘉穂・鞍手保健福祉環

境事務所直方分庁舎
８月11日（月）
９月 8日（月）

のりまつ医院 ☎ 42 局 7008 番
梅谷外科胃腸科医院 ☎ 42 局 3377 番

くらて病院 ☎ 42 局 1231 番
木原医院 ☎ 42 局 5005 番

予防接種とは、ワクチンを接種して感染症が流行
するのを防いだり、病気にかからないように、また
かかっても重症にならないようにするためのもので
す。麻しん（はしか）・風しんの予防接種を次の対象
者の人に通知しています。通知がきた人は必ず接種
しましょう。
●１期対象者　１歳から２歳未満（期限は２歳の誕

生日前日まで）
●２期対象者　平成 20 年４月２日から平成 21 年４

月１日までに生まれた人（期限は平成 27 年３月
31 日まで）

　期限を過ぎると実費（有料）になります。この機
会にぜひ接種しておきましょう。

ＭＲ（　　）予防接種を受けましょう!!麻しん
風しん



年金
Q&A
役場保険年金班 ☎42局2111番

国民年金の
疑問に

お答えします。
国
民 PensionQUESTION ANSWER

国民年金に加入中に初診日のある病
気やけがで障がいを負った人などが
受けることができます。Q疑問 A答え

障害基礎年金は、どう
いう人が受け取れるの
でしょうか。

障がいの原因となった傷病の初診日から１
年半たった日か、それ以前に症状が固まっ
た 日 に な り ま す。 ま た、
障 害 認 定 日 に 1 級、2 級
に該当しなかった人でも、
その後 65 歳に達する日の
前日までに該当したとき

（事後重症）は、請求によ
り受給できます。

障害認定日とは

障害基礎年金額（年額）

加算対象の子 加算額
１人目・２人目 各 222,400 円

３人目以降 各   74,100 円
※加算額は 1 人につき

障害年金を受給するためには、請求手続が必要です。医
師の診断書（所定の様式）や病歴・就労状況等申立書の
ほかに、状況に応じて添付書類が必要です。請求方法に
ついて詳しく知りたい人や、納付要件を満たしているか
心配な人は、お問い合わせください。

受給者に生計を維持されている子（18 歳になる日の属する
年度末までの子または 20 歳未満で 1 級、2 級の障がい（国
民年金法による）のある子）がいる場合は加算があります。

等級 年金額
１級障害 966,000 円
２級障害 772,800 円

＊＊＊　問い合わせ　＊＊＊
役場保険健康課保険年金班　☎ 42 局 2111 内線 202
直方年金事務所　☎ 22 局 0891

障がいの原因となった傷病について、初め
て医師の診察を受けた日のこと。

初診日とは

20 歳前に初診日
があり、その後障
がい者になったと
き

初診日が 60 歳以
上 65 歳未満の間
で、老齢基礎年金
を受給されていな
い国内在住の人

国民年金の被保険
者期間中に初診日
のある病気やけが
で障がい者になっ
たとき

◆障害認定日が 20 歳前にある場合は、20 歳に達したときに
　障がいの程度が「１級」または「２級」に該当していれば
　支給されます。

◆障害認定日が 20 歳以後にある場合は、障害認定日に障が
　いの程度が「１級」または「２級」に該当していれば支給
　されます。

◆障害認定日に、国民年金法で定められた障害等級「１級」
　または「２級」に該当していること。これは、身体障害者
　手帳などの等級とは異なります。

◆保険料の納付については、初診日の前日において、初診日
　の属する月の前々月までの被保険者期間（国民年金に加入
　しなければならない期間）のうち、保険料の未納期間が３
　分の１以上ないこと。ただし、初診日が平成 28 年３月 31
　日までにある場合は、初診日の属する月の前々月までの１
　年間に保険料の未納がなければ受けることができます。

※初診日が 65 歳未満であっても、老齢基礎年金を繰上げ受給して
　いる場合には、請求できない場合がありますのでご注意ください。

受給資格初診日の条件

９−2014.８
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◌ 自動車税の
税制改正について

軽

平成 26 年度税制改正に伴い、軽自動車税の税率が変更になります。
原動機付自転車、二輪車等及び小型特殊自動車等

車種区分
税率（年税額）

変更前 変更後

原動機付自転車

❶ 50cc 以下（❹に掲げるものを除く） 1,000 円 2,000 円
❷ 50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
❸ 90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
❹ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽自動車
軽二輪（125cc 超 250cc 以下） 2,400 円 3,600 円
専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの 1,600 円 2,000 円
その他のもの 4,700 円 5,800 円

小型二輪（250cc 超） 4,000 円 6,000 円

車種区分
税率（年税額）

①平成27年3月31日以前 ②平成27年4月1日以後 ③13年超

軽自動車

三輪のもの 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四輪のもの
乗用

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

四輪以上及び三輪の軽自動車

　平成 27 年４月１日から次のとおりとなります。

　平成27年４月１日以後に新車新規登録される車は「②平成27年４月１日以後」の、平成28年４月１日以後
の賦課期日（毎年４月１日）現在に、新車新規登録から13年を超える車両は「③13年超」のとおりとなります。
　なお、平成27年３月31日以前に取得されている車両及び新車新規登録済みの車両は、新車新規登録されて
から 13 年を超えるまでは税率に変更はありません。（現在の税率である「①平成27年3月31日以前」のとおり
となります。）
※新車新規登録年月は、車検証の「初度検査年月」で確認することができます。

　　平成 27 年 3 月 31 日以前に新車新規登録された車両のため、平成 29 年度までは 7,200 円となり、新車新規登録
　されてから 13 年を経過する平成 30 年度以降は 12,900 円となります。

◉平成20年に中古で購入し、車検証の初度検査年月が平成16年10月となっている軽自動車（乗用・自家用）の場合・・・

　　平成 27 年 4 月 1 日以後の新車新規登録となるため、平成 40 年度までは 10,800 円となり、新車新規登録されて
　から 13 年を経過する平成 41 年度以降は 12,900 円となります。

◉平成 27 年５月に新車の軽自動車（乗用・自家用）を購入した場合・・・

　　平成 27 年 3 月 31 日以前に新車新規登録された車両のため、平成 38 年度までは 7,200 円となり、新車新規登録
　されてから 13 年を経過する平成 39 年度以降は 12,900 円となります。

◉平成 27 年８月に中古（平成 25 年７月新車新規登録）の軽自動車（乗用・自家用）を購入した場合・・・

軽自動車税の例

■問い合わせ　鞍手町役場税務住民課税務班☎４２局２１１１番（内線 233・234）
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情
報
は
自
ら
を
守
る
最
大
の
防
御

自
主
防
災

情報をすばやくキャッチ

大雨や台風のとき、気象庁、県などはさまざまな気象情報を発表します。ど
のような状態を意味するのか知っておくことは大変重要です。

注意報…災害の恐れがあるときに出されます。
警報……重大な災害の恐れがあるときに出されます。
土砂災害警報情報…土砂災害の恐れがあるときに出されます。
台風情報……台風が発生したときに出されます。
特別警報……経験したことのないような異常な現象で、危険性がいちじるしく高まったとき
「ただちに命を守る行動をとってください」と出されます。

① 

町
の
防
災
行
政
用
無
線

② 

テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
活
用

③ 

緊
急
時
に
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル

④ 

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

情報を得る

次
の
よ
う
な
方
法
で
も

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
②
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で

の
情
報
③
緊
急
速
報
メ
ー
ル

④
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く

ん
。
そ
の
他
、
広
報
車
等
で

の
巡
回
で
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、④
に

つ
い
て
は
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。

④気象情報、防災・安全情報、安否確認メールの情報を入手することができます。
　▶防災メール・まもるくんの詳しい情報
　　ホームページ　http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
　▶防災メール・まもるくんへの登録
　　携　帯　　　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
　●問い合わせ　福岡県総務部防災危機管理局防災企画課
  　☎（０９２）６４３局３１１４番まで

防災や気象についての情報を得る

●
防
災
行
政
用
無
線

町
で
は
、
町
民
の
生
命

や
安
全
を
守
る
た
め
に
必

要
な
緊
急
情
報
を
迅
速
に

伝
達
で
き
る
、①「
防
災
行

政
用
無
線
」を
町
内
22
か
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
無
線
で
は
、
防
災
情
報

や
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報

に
つ
い
て
大
き
な
音
量
で

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

風
雨
や
地
形
な
ど
の
影
響

を
受
け
る
と
、
放
送
が
聞

き
取
り
に
く
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
防
災
行
政
用

無
線
の
確
認
電
話
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
防
災
無
線
確
認
電
話　

　

☎
４
３
局
１
５
５
０
番

ま
で（
通
話
料
は
、利
用

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

「防災メール・まもるくん」への
アクセスにご利用ください。

【 避難勧告等の発令区分 】
町からの避難勧告等は、次の３区分に分けて発令されます。

発令区分 発　令　内　容

避難準備情報 住民に対し、避難の準備や自主避難を求める（避難行動要支援者は避難行動を起
こすタイミングです。）

避難勧告 人的被害の発生する危険性が高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所等への
避難を求めるものです。

避難指示 人的被害の発生する危険性が非常に高まった状況の際に発令され、住民に対し、避難所
等への避難を強く求めるものです。

③緊急時には緊急速報メール
緊急速報メールとは、国・地方公共団体からの災害や避難等の情報を、対象エリア内にいる人

に一斉に緊急情報を送信するものです。鞍手町においても携帯電話会社と契約し、町が情報を配
信した場合に町内にいる利用者全員にメールが送信されます。なお、携帯機種によっては設定が
必要なものや、利用できない携帯がありますので、詳しくはお問い合わせください。
●携帯電話会社　株式会社ＮＴＴドコモ、ソフトバンクモバイル株式会社、ＫＤＤＩ株式会社（ａｕ）
●メール受信料金及び情報料　無料
●問い合わせ　各電話会社へお問い合わせください。

①テレビのリモコンのｄボタンを押す
②民放のテレビ局はｄボタンを押すと天気や災害情報等を確認することができます。
　また、ＮＨＫ総合では、さらに近くの川の河川水位や雨量を知ることができます。

 

放 送 画 面 

①

 

放 送 画 面 

②
②テレビのｄボタンのデータ放送の利用方法

①町の防災行政用無線
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子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
へ
の

意
見
を
募
集
!!

鞍手町パブリック・コメント制度

今回ご意見をいただくのは「子ども読書活動推進計画（案）」です。

子ども読書活動推進計画について
　子どもが読書の楽しさや喜びに出会い、自主的な読書活動を行うことが出来るよ
う支援するため、計画を策定します。

案件名 概　要 意見の募集期間 担当

子ども読書活動推進計画（案）子どもの読書活動の支援 ８月１日（金）から
９月１日（月）まで

教育課社会教育班
（教育委員会）

計
画
案
の
審
議

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
・
教
育
委
員
会
の
考
え
方
の
公
表

公
表
内
容

・
意
見
の
概
要

・
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

入
手
方
法

・
役
場
、
中
央
公
民
館
、
く
ら
じ

の
郷
で
の
閲
覧

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
考
慮
し
、
再
編
案
を
決
定

計
画
案
の
公
表

公
表
内
容

・
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

案
と
そ
の
概
要

入
手
方
法

・
役
場
、
中
央
公
民
館
、
く
ら
じ

の
郷
で
の
閲
覧

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法

郵
送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

専
用
フ
ォ
ー
ム
な
ど

意
見
の
募
集

（
原
則
30
日
間
程
度
）

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の  

意
見
を
募
集
・
受
付

＊＊パブリック・コメントの流れ＊＊

● 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

公
的
な
機
関
が
政
策
や
条
例
な
ど
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
広
く
公

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）
に
意
見
・
情
報
・
改
善

案
（
コ
メ
ン
ト
）
を
求
め
る
手
続
き
の

こ
と
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
い

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
住
民
参

画
制
度
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
「
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
」
を
導
入
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
意
見
・
情
報

等
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
の
考
え
方
と
と
も

に
公
表
を
行
い
ま
す
。

● 

再
編
案
の
情
報
入
手
方
法
は
？

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

次
の
公
共
施
設
で
公
表
す
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

▽
公
表
場
所
＝
役
場
、
中
央
公
民
館
、

く
ら
じ
の
郷

▽
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

　

http://w
w

w
.tow

n.kurate.lg.jp

● 

再
編
案
の
公
表
期
間 

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
９
月
１
日
（
月
）

ま
で

● 

提
出
方
法
は
？

▽
指
定
の
様
式
で
提
出
す
る
場
合

公
共
施
設
に
備
え
付
け
て
い
る
指
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
指
定
の
様
式
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

① 

中
央
公
民
館
教
育
課
社
会
教
育
班

　

窓
口
へ
の
持
参

　

② 

郵
便
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　
※
い
ず
れ
も
利
用
で
き
な
い
場
合
は
、

　
　
➊
住
所
➋
氏
名
➌
連
絡
先
➍
提
出
日
➎
意
見

　
　
を
明
記
し
た
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
す
る
場
合

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
で
も
意
見

の
提
出
が
で
き
る
よ
う
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
専

用
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ
及
び
提
出
先

教
育
課
社
会
教
育
班
（
教
育
委
員
会
）

ま
で
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今
月
の
納
税
（
8
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

今
月
の
納
付
（
８
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
２
期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

自
営
業
者
の
皆
さ
ん

個
人
事
業
税
の

納
期
限
は
９
月
１
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
、
郷
土
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
重
要
で
す
。

平
成
26
年
度
は
９
月
１
日

（
月
）
が
納
期
限
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
個
人
事
業
税
の

納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
振
替
開
始
は
、

手
続
き
を
し
た
月
の
翌
々
月

か
ら
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

課
税
第
一
課
事
業
税
係

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

４
９
０
３
番
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
８
日
（
金
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
25
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協

議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
８
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
14
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
21
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）

役
場
の
相
談
で
は
、
受
付

順
の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談　

▽
と
き
＝
８
月
７
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
26
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
28
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
く
ら
て
病
院
ま
で

無
料
調
停
相
談
会

直
方
調
停
協
会
に
よ
る
無

料
調
停
相
談
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
と
き　

８
月
８
日（
金
）午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
大
字
山

部
３
６
４
番
地
４
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
調
停

協
会
☎
２
２
局
０
５
２
２

番
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報
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パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

県
で
は
、
労
働
相
談
の
中

で
最
近
特
に
増
加
し
て
い
る

「
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
」
の

集
中
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
電
話
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
３
日
（
水
）、

４
日
（
木
）
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労

働
者
支
援
事
務
所
（
飯
塚

市
新
立
岩
８
番
１
号
）

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡

県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務

所
☎
（
０
９
４
８
）
２
２

局
１
１
４
９
番
ま
で

消
防
吏
員
採
用
試
験

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、

平
成
26
年
度
消
防
吏
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験　

10
月
19
日

（
日
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
竜
徳

高
等
学
校
（
宮
若
市
龍
徳

１
６
１
番
地
）

●
募
集
職
種
・
人
員　

▽
消
防

吏
員
（
消
防
士
・
救
急
救
命

士
）
10
人
程
度
（
救
急
救

命
士
は
免
許
取
得
見
込
含
）

●
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
願
書
配
布
期
間　

８
月
１

日
（
金
）
か
ら
直
方
・
鞍
手

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
、
鞍
手
・
小
竹
・

若
宮
消
防
出
張
所
で
配
布

●
申
込
期
間　

８
月
11
日

（
月
）
か
ら
９
月
12
日
（
金
）

ま
で
（
郵
送
の
場
合
９
月

５
日
ま
で
の
消
印
で
書
類

に
不
備
の
な
い
も
の
に
限

り
受
付
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
・
鞍

手
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
本
部
☎
３
２
局

１
１
３
６
番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所
で

は
次
の
と
お
り
自
衛
官
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

▽
一
般
曹
候
補
生

＝
９
月
20
日
（
土
）
▽
自

衛
官
候
補
生
（
男
子
）
＝

９
月
20
日
（
土
）、
口
述
・

身
体
検
査
は
受
付
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
▽
自
衛
官

候
補
生
（
女
子
）
＝
９
月

25
日
（
木
）、
26
日
（
金
）

▽
航
空
学
生
（
男
女
）
＝

９
月
23
日
（
火
・
祝
）

●
受
験
資
格　

▽
一
般
曹
候

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
（
男

女
）
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
▽
航
空
学
生
（
男

女
）
＝
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
（
見
込
み
を
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間　

８
月
１
日

（
金
）
か
ら
９
月
９
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
の
内

容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

平
成
26
年
度

狩
猟
免
許
試
験

平
成
26
年
度
の
狩
猟
免
許

試
験
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
）

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
試
験
日　

８
月
31
日
（
日
）、

９
月
19
日
（
金
）
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
試
験
会
場　

▽
８
月
31
日

分
＝
庄
内
公
民
館
（
飯
塚

市
有
安
８
３
０
番
地
３
）

▽
９
月
19
日
分
＝
福
岡
県

庁
（
福
岡
市
博
多
区
東
公

園
７
番
７
号
）

●
受
付
期
間　

▽
８
月
31
日

分
＝
８
月
21
日
（
木
）
ま

で
▽
９
月
19
日
分
＝
９
月

９
日
（
火
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、

飯
塚
農
林
事
務
所
農
山
村

振
興
課
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
９
５
３
番
ま
で

ゼ
ロ
か
ら
学
べ
る

パ
ソ
コ
ン
教
室

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
人

や
パ
ソ
コ
ン
は
難
し
そ
う
と

思
っ
て
い
る
人
な
ど
を
対
象

に
次
の
と
お
り
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
28
日
か
ら
11

月
13
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
（
全
12
回
）。
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ワ
ー
プ
ロ
な
ど

●
対
象　

鞍
手
町
に
住
ん
で

い
る
か
勤
め
て
い
る
成
人

で
、
期
間
中
継
続
し
て
講

習
に
出
席
で
き
る
人
（
生

徒
や
学
生
を
除
く
）

●
募
集
人
数　

16
人
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

無
料
（
教
材
費

と
し
て
２
千
円
必
要
で
す
）

●
申
込
期
限　

８
月
20
日

（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業・

鞍手町では、次のとおり職員の採用試験を行います。
●試験日（第１次）　平成 26 年９月 21 日（日）▷一般

事務＝午前 10 時から午後１時 10 分まで▷建築技師
＝午前 10 時から午後３時まで（昼の休憩時間は、40
分程度となっていますので、昼食をとる人は弁当を
持参してください。）

●試験会場　鞍手町中央公民館（鞍手町大字小牧 2105
番地）

●募集職種と採用予定人員　一般事務（２人程度）、建
築技師（１人程度）

●受験資格　▷一般事務＝昭和 60 年４月２日から平成
９年４月１日までに生まれた人▷建築技師＝昭和 44
年４月２日以降に生まれた人で２級建築士以上の資
格を有する人（平成 27 年３月 31 日までに同資格の
取得が見込まれる人を含む）

●申込用紙の配付　▷窓口配付＝７月１日（火）から役
場総務課総務班で配付（土・日・祝日は除く）。時間は
午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。ただし、木曜
日は午後７時まで▷郵送配付＝採用試験申込書請求と
朱書きした封筒に 120 円切手を貼ったあて先明記の返
信用封筒（角形２号）を同封して請求してください

●受験手続き　▷受付期間＝７月１日（火）から８月
14 日（木）まで（土・日・祝日は除く）。時間は午前８
時 30 分から午後５時 15 分まで。ただし、木曜日は
午後７時まで▷受付場所＝役場総務課総務班▷郵送
受付＝採用試験申込書在中と朱書きした封筒に申込
書と 82 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒を同
封してください（８月 14 日必着）。試験案内は、町
のホームページ http://www.town.kurate.lg.jp でも確
認できます

●その他　試験会場と採用予定人員は変更になる場合が
あります

●問い合わせ　役場総務課総務班（〒 807 － 1392 鞍手
町大字中山 3705 番地）まで

2014.８−14

くらしの情報

試
験

講
習

一般行政職の採用試験を行います

あなたの資格とヤル気
町のために活かしてみませんか



自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
ひ
と
り
親
家
庭
の
た

め
の
就
業
支
援
講
習
会
を
行
い

ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
講
習
会　

▽
内
容

＝
パ
ソ
コ
ン
の
マ
ウ
ス
操

作
に
始
ま
り
、ワ
ー
ド
及
び

エ
ク
セ
ル
の
基
礎
、パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
学
び
就
労
に
結
び
つ
け

る
▽
と
き
＝
９
月
１
日
か

ら
12
日
ま
で
の
月
・
水
・
金

曜
日
、午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で
（
全

６
回
）
▽
と
こ
ろ
＝
福
岡

県
行
橋
総
合
庁
舎
（
行
橋

市
中
央
一
丁
目
２
番
１
号
）

●
医
療
事
務
講
習
会　

▽
内
容

＝
レ
セ
プ
ト
作
成
技
能
を

含
む
診
療
報
酬
に
関
す
る

知
識
、
医
療
関
係
法
規
に

関
す
る
知
識
を
学
び
、
全

国
医
療
福
祉
協
会
の
医
科

２
級
医
療
事
務
実
務
能
力

認
定
試
験
の
合
格
を
目
指

し
就
労
に
結
び
つ
け
る
▽

と
き
＝
９
月
30
日
か
ら
11

月
６
日
ま
で
の
火
・
木
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で
（
全

12
回
）
▽
と
こ
ろ
＝
飯
塚

市
立
岩
公
民
館
（
飯
塚
市

新
飯
塚
２
０
番
３
０
号
）

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
・
検
定
料
は
自
己
負
担
）

●
託
児　

有
り（
事
前
予
約
制
、

託
児
対
象
年
齢
は
１
歳
か

ら
就
学
前
ま
で
）

●
募
集
定
員　

い
ず
れ
も
12
人

●
申
込
期
限　

▽
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
＝
８
月
15
日
（
金
）

必
着
▽
医
療
事
務
講
習
会

＝
９
月
10
日
（
水
）
必
着

●
問
い
合
わ
せ　

申
し
込
み

方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー「
飯
塚

ブ
ラ
ン
チ
」☎（
０
９
４
８
）

２
１
局
０
３
９
０
番
ま
で

手
話
を
使
っ
て

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座（
入
門
編
）を
開
催
し
ま
す
。

手
話
を
学
習
し
て
み
た
い
人
、

聴
覚
障
害
の
方
と
交
流
し
た

い
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
２
日
か
ら
平

成
27
年
２
月
24
日
ま
で
の

毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
（
全
22
回
）

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
募
集
定
員　

20
人
（
高
校
生

以
上
で
鞍
手
町
在
住
・
在
勤

の
人
）

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、

テ
キ
ス
ト
代（
入
門
編
＋
基

礎
編
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ
ッ
ト
）

三
千
二
百
四
十
円
が
必
要

で
す
）

●
申
込
期
限　

８
月
25
日（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
く
ら
じ
の
郷
内
）
☎
４
２

局
７
８
０
０
番
ま
で

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
内
容　

介
護
に
必
要

な
講
義
・
実
技

●
と
き　

10
月
21
日
か
ら
平

成
27
年
２
月
12
日
ま
で
の

指
定
さ
れ
た
火
・
木
曜
日

（
全
25
回
）

●
と
こ
ろ　

飯
塚
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
川
津

６
８
０
番
地
４
１
）

●
募
集
定
員　

４
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

２
万
円

●
申
込
期
限　

９
月
12
日

（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
27
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
定
員　

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
製
図
科
、プ
ロ
グ
ラ
ム

設
計
科
、商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、

Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、福
祉
住

環
境
科
の
い
ず
れ
も
20
人

●
訓
練
期
間　

１
年
間（
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間
）

●
応
募
資
格　

来
年
３
月
に

高
等
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
等
を
卒
業
見
込
み
（
本

年
９
月
卒
業
含
む
）
で
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
人
、
ま
た
は
取
得

可
能
な
人
。
身
体
障
害
以

外
の
障
害
を
お
持
ち
の
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
応
募
期
限　

10
月
１
日

（
水
）

●
問
い
合
わ
せ　

応
募
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
０
９
３
）
７
４
１
局
５

４
３
１
番
ま
で
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募
集

定住促進奨励金の
手続きはお早めに !!
交付申請の受付が
始まりました

鞍手町では、平成 25 年度から町内に住
宅を取得して定住する人を対象に、定住促
進奨励金を 10 年間交付する事業を行って
います。平成 26 年度の申請期間は次のと
おりです。奨励金の交付を受ける場合は、
毎年申請が必要ですので、対象となる人は
忘れずに申請してください。なお、交付に
は要件があります。
●申請期間　８月１日（金）から 10 月 31

日（金）まで
●申請書類　①鞍手町定住促進奨励金交付

申請書②個人情報の取扱いに関する同意書
兼宣誓書③登記事項証明書④住宅の平面図

（２年目以降の申請書類は①②となります）
これら以外にも提出をお願いする場合があ
ります）

●申請書類の配布　申請書類①②は、役場
地域振興課で配布するほか、町のホー
ムページからもダウンロードできます。
③④は申請者が準備してください

●申請先・問い合わせ　役場地域振興課まで

お盆は
変わります
ごみとし尿の
収集日

８月 13 日（水）から 15 日（金）ま
でのお盆の期間は、ごみとし尿の収集
日が次のとおり変更になります。
●固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝８月 14 日（木）は
収集を休みます▷火曜・金曜の収集地
区＝８月 15 日（金）は収集を休みま
す

●粗大ごみ・燃えないごみ　▷全地区＝
変更ありません

●ビン・カン類　▷西川地区＝ 13 日（水）
の収集を 23 日（土）に変更します

●し尿　▷剣・古月・西川地区＝８月 13
日から 15 日までの３日間はくみ取り
を休みます。

　▷剣・古月地区＝タケマツ環境　　　
☎４２局４９１１番

　▷西川地区＝深草環境サービス　　
☎４２局０７１７番

●問い合わせ　役場農政環境課農政環
境班まで



修
理
し
て

大
切
に
使
っ
て
い
る
も
の

自
慢
し
て
み
ま
せ
ん
か

九
州
７
県
で
は
、
壊
れ
た

も
の
を
簡
単
に
捨
て
ず
、
修

理
し
て
長
く
使
う
こ
と
を
推

奨
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

「
九
州
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
修
理
し
て
大

切
に
使
用
し
て
い
る
も
の
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募

集
し
ま
す
。
受
賞
作
品
に
は

賞
金
（
最
大
５
万
円
）
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
添
え
て
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　

九
州
７
県
（
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
）

に
住
ん
で
い
る
人

●
応
募
締
切　

９
月
５
日

（
金
）　

※
消
印
有
効

●
問
い
合
わ
せ　

応
募
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
福

岡
県
環
境
部
循
環
型
社
会

推
進
課
企
画
係
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
３
７
１

番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
８
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

４
日
（
月
）、
11

日
（
月
）、
17
日
（
日
）、

18
日
（
月
）、
25
日
（
月
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

鞍
手
町
で
は
、
緊
急
時
や

災
害
時
な
ど
の
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦

の
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
を
民
生
委
員
が
訪
問
し
、

世
帯
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
調
査
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
て
お
り
、
登
録
手
数
料

や
金
品
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

聞
き
取
り
し
た
内
容
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

緊
急
時
・
災
害
時
救
護
活
動

及
び
更
新
調
査
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
60
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
②
高
齢
者
夫
婦
（
夫

65
歳
以
上
・
妻
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
③
そ
の
他
高

齢
者
の
み
の
世
帯
④
民
生

委
員
が
対
象
者
と
し
て
適

当
と
判
断
す
る
世
帯

●
訪
問
期
間　

８
月
１
日
か

ら
11
月
末
ま
で

●
調
査
内
容　

現
在
の
世
帯

状
況
や
緊
急
連
絡
先
を
聞

き
取
り
調
査
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
介
護
用
品
の

給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
介
護
用
品
の
給
付
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

①
町
の
介
護
保

険
被
保
険
者
で
介
護
保
険

の
認
定
が
あ
る
在
宅
の
65

歳
以
上
の
人
ま
た
は
65
歳

未
満
の
初
老
期
認
知
症
に

該
当
す
る
人
②
介
護
保
険

認
定
時
の
主
治
医
の
意
見

書
に
尿
失
禁
あ
り
と
記
載

が
あ
り
、
お
む
つ
が
必
要

な
人
③
町
内
に
住
民
票
が

あ
り
居
住
し
て
い
る
人

●
支
給
用
品　

紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
な
ど
（
町

が
指
定
し
て
い
る
も
の
）

●
支
給
額
（
月
額
）　

▽
世
帯

と
本
人
が
町
民
税
非
課
税

＝
六
千
円
以
内
▽
本
人
が

町
民
税
非
課
税
＝
三
千
円

以
内

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
演
会

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会
で
は
、

社
会
適
応
訓
練
の
た
め
、
人

工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持
つ

人
と
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
24
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

田
川
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
田
川
市
伊

田
２
７
３
５
番
地
１
３
）

●
内
容　

ス
ト
ー
マ
と
上
手

に
付
き
合
う
た
め
に

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

筑
豊
分
会
☎
（
０
９
０
）

３
０
７
５
局
９
５
３
５
ま
で

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
受
け
る

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、
年

に
一
度
確
か
め
る
も
の
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
資
格

が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
現

況
届
の
必
要
な
人
は
役
場
か

ら
通
知
し
ま
す
。

●
現
況
届
の
提
出　

児
童
扶

養
手
当
▽
と
き
＝
８
月
１

日
（
金
）
か
ら
９
月
１
日

（
月
）
ま
で
。
特
別
児
童
扶

養
手
当
▽
と
き
＝
８
月
11

日
（
月
）
か
ら
９
月
10
日

（
水
）
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
役

場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権

班
●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
、
役
場
福
祉
人
権
課

児
童
人
権
班
ま
で

飲
酒
運
転
撲
滅
週
間

８
月
25
日
か
ら
31
日
は
飲

酒
運
転
撲
滅
週
間
で
す
。
社

会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

環
境
作
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

撲
滅
へ
の

取
り
組
み
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
新
社
会
推

進
部
生
活
安
全
課
☎
（
０

９
２
）
６
４
３
局
３
１
６

７
番
ま
で

は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す

計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か

り
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
は
か
り
を

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い

る
人
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ

2014.８−16
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お
知

ら
せ

美しい姿勢をキープするために楽しみながら筋力をつけましょう ! !
初回体験レッスンは無料です。お気軽にご参加ください。

●申し込み・問い合わせ　小澤ゆかり（講師）☎ 090 - 9606 - 5184 まで

ＪＥＭエクササイズ
◎ミニボールやチューブを使った効率の良い筋力アップトレーニング
◎簡単で楽しいステップエクササイズ
◎気持ちの良いクールダウンストレッチ　など

チューブとミニボールを使った初心者向けのレッスンです♪
楽しく身体を動かして“健康貯金”始めませんか？

くらじの郷　健康増進室

毎週木曜日　午前 10:30 ～ 11:30
※8月14日（木）はお盆のため、レッスンをお休みとさせていただきます。

レッスンチケット〈５回分〉3,500 円（税込）

室内用シューズ・タオル・動きやすい服装
飲み物・ヨガマット（バスタオルも可）

会 場

日 時

参加費

持ち物



さ
い
。
検
査
の
対
象
は
商
店

や
事
業
所
で
取
引
や
証
明
用

に
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
・

分
銅
・
お
も
り
」
で
す
。
大
型

の
は
か
り
の
検
査
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
８
日
（
月
）、

９
日
（
火
）、
10
日
（
水
）

の
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま

で
、
午
後
１
時
か
ら
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●�

問
い
合
わ
せ　
（
一
社
）
福

岡
県
計
量
協
会
☎（
０
９
２
）

９
３
９
局
２
９
４
５
番
ま
で

事
業
主
の
み
な
さ
ん

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主

導
の
も
と
、
①
法
人
と
個
人

の
資
産
・
経
理
が
明
確
に
分
離

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
で
個

人
保
証
が
不
要
と
な
る
こ
と
、

②
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ

て
い
て
も
、
経
営
が
行
き
詰

ま
る
前
に
、
早
め
に
事
業
再

生
や
廃
業
を
決
断
し
た
と
き

に
一
定
の
生
活
費
な
ど
が
残

る
こ
と
を
定
め
る
「
経
営
者

保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
金

融
機
関
と
相
談
し
た
い
人
は
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
九

州
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
独
）中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
九
州

本
部
☎
（
０
９
２
）
２
６

３
局
０
３
０
０
番
ま
で

ふ
く
お
か
農
林
漁
業

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー

就
業
相
談
会

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お

り
「
ふ
く
お
か
農
林
漁
業
新

規
就
業
セ
ミ
ナ
ー
・
就
業
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
農

林
漁
業
を
始
め
て
み
た
い
人
、

農
林
漁
業
事
業
体
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
17
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で

●
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ

テ
ィ
10
階
会
議
室
（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
農

林
水
産
部
経
営
技
術
支
援

課
後
継
人
材
育
成
室
☎（
０

９
２
）
６
４
３
局
３
４
９

５
番
ま
で

中
退
共
で
安
心
・
手
軽
な

退
職
金
設
計

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
は
、
退
職
金
制
度
を
持

つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業

に
、
中
小
企
業
で
働
く
人
の

相
互
共
済
と
国
の
援
助
で
退

職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
国

の
制
度
で
す
。
①
国
の
制
度

だ
か
ら
安
全
・
安
心
、②
社
外

積
立
で
管
理
も
簡
単
、③
掛

金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料

も
か
か
り
ま
せ
ん
。
申
し
込

み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
独
）
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
・

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

業
本
部
☎
（
０
３
）
６
９

０
７
局
１
２
３
４
番
ま
で

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退

職
金
制
度
で
す
。国
の
制
度

な
の
で
安
全
・
確
実
で
申
込

手
続
き
は
簡
単
で
す
。申
し

込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
独
）
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
・

建
退
共
福
岡
県
支
部
☎（
０

９
２
）
４
７
７
局
６
７
３

４
番
ま
で
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セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

綱で受け継がれた三百六十年の伝統

永谷万年願盆綱
● とき　８月 14 日（木）
　▷子ども綱＝午後８時 30 分から▷本綱＝午

後 10 時 30 分から
● ところ　真教寺下永谷街道

永谷万年願盆綱
実行委員会では、
綱の引き出しに力
を 貸 し て く れ る
ガッツと体力のあ
る若者を探してい
ます。故郷鞍手町
の伝統を守るため、
皆さんの力を貸し
てください。希望

する人は、伊藤悠
二さん（永谷区長
☎４２局０３５４
番）までご連絡く
ださい。

求
む
。
綱
引
人

協賛広告を募集します
　元気まつりの趣旨にご賛同いただける企業、
事業所を次のとおり募集します。ご応募お待
ちしています。
●申込期限　９月５日（金）まで
●協賛金額　１枠 5,000 円（縦３㎝×横５㎝・

単色）
●広告　元気まつりチラシに掲載

●とき　10 月 26 日（日）午前９時 30 分から
●ところ　鞍手町文化体育総合施設内

出店希望者を募集します
　出店は、町内在住の個人やグループに限ら
れます。
●申込期限　９月５日（金）まで（応募多数

の場合は抽選で決定）
●出店料（予定）　１店舗10,000 円（テントリー

ス代金など）。ただし、社会福祉法人などは
減額になる場合があります。また、飲食物
を販売する場合は、臨時食品営業許可申請
のため別途手数料が必要です

●申し込み・問い合わせ　くらて元気まつり
実行委員会事務局（役場地域振興課）まで

2014 くらて



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

19
年
８
月
２
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
27
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
外

来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。
も

し
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診

療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
早

め
に
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●�

問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
14
年
９
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
８
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】 【累　計】
件 数 10 件（＋16） 件 数 246 件（＋ 8）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（＋11）

傷 者 14人（＋10） 傷 者 64 人（＋15）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【６月中】 【累 計】

刑法犯総数 123 件（－17） 刑法犯総数 598 件（－140）

車上ねらい 15 件（＋10） 車上ねらい 67 件（＋ 14）

自転車盗難 11 件（－ 9） 自転車盗難 66 件（－ 27）

空き巣 13 件（－12） 空き巣 41 件（－ 14）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　８月９日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 8 月 15 日（金）くらて病院（城ヶ崎）
☎４２局１２３１番

● 8 月 24 日（日）木 原 医 院（山ヶ崎）
☎４２局５００５番

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　８月 13 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談



ひ
と
り
親
等
医
療
証
の

更
新
手
続
が
始
ま
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
ひ
と

り
親
等
医
療
証
の
有
効
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
使
用
す
る
た
め
に
は
、

次
の
と
お
り
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

●
有
効
期
限　

９
月
30
日

（
火
）

●
手
続
期
間　

８
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
月
22
日
（
金
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日

除
く
）
た
だ
し
、
木
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班

●
必
要
な
も
の　

現
在
使
用

し
て
い
る
医
療
証
、
健
康

保
険
証
、
戸
籍
謄
本
、
印

か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

乳
幼
児
医
療
証
の

更
新
手
続
が
始
ま
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
乳
幼

児
医
療
証
の
有
効
期
限
が
平

成
26
年
９
月
30
日
と
な
っ
て

い
る
人
は
、
次
の
と
お
り
更

新
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
手
続
期
間　

８
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
月
22
日
（
金
）

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日

除
く
）
た
だ
し
、
木
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班

●
必
要
な
も
の　

現
在
使
用

し
て
い
る
医
療
証
、
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一
年

間
に
90
日
を
超
え
る
入
院

が
あ
っ
た
人
は
、
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
24
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
27
日

（
水
）、
28
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
奥
田
芳
惠
様
＝
舟
川
（
和

明
）

▽
香
月
民
子
様
＝
木
月
（
正

之
）

●
く
ら
て
病
院
へ
【
香
典
返
し
】

▽
鯵
坂
一
郎
様
＝
昭
和
通
り

（
照
子
）

▽
久
保
田
惠
美
子
様
＝
中
山

本
村
（
民
男
）

19−2014.８

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

町では、高齢者の肺炎を予防するため、肺
炎球菌予防接種の費用を一部助成します。肺
炎は、高齢者の命を奪う恐れがある病気で、「肺
炎球菌」は高齢者の肺炎で最も多い原因菌。ぜ
ひご利用ください。
●助成対象者　次の①～③のすべてに当ては

まる人が対象です。①町に住民登録（住民
票）がある 65 歳以上の人、②これまでに
肺炎球菌予防接種を受けたことがない人ま
たは前回の接種から５年以上経過している
人、③予防接種に対して健康保険が適用さ
れない人（加入している健康保険から費用
が助成される場合や脾臓を摘出しているな
どの理由で健康保険が適用される場合は助
成の対象となりません）

●対象期間　平成27年３月31日（火）まで
●接種できる医療機関　町内の医療機関
●接種の予約　かかりつけ医などに相談し、

自身で予約してください
●助成額　3,500 円（接種費用は医療機関に

よって異なります。目安は 8,000 円～ 9,000
円程度です）

●助成申請手続き　役場への申請書の提出な
どの手続きはありません（医療機関での
支払い時に接種費用から 3,500 円を差し引
きます）

●問い合わせ　役場保険健康課健康増進班ま
たは総合福祉センターまで

予防接種費用の一部を助成します

高
齢
者
の

肺
炎
予
防
に

強
い
味
方

JR 鞍手駅に身障者専用の
乗降場を設置しました。

ＪＲ鞍手駅を利用する身体に障がいのある
人を送迎するための乗降場所が設置されまし
た。このスペースは一般の駐車場ではありま
せん。身体に障がいのある人が乗り降りするス
ペースなので、ご理解ご協力をお願いします。



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・６月の人の動き

平成 26 年８月号  No.656

・人口　17,011 人
・男性　 8,101 人
・女性　 8,910 人
・世帯数  7,585 世帯

（平成 26 年６月 30 日現在）

・出生  8 人
・死亡  18 人
・転入  43 人
・転出    50 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

８月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 金 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

2 土

3 日 鞍手町子ども会体育大会（町立体育館）

4 月

5 火

6 水

7 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）

８ 金 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、13ページ参照）
ちょっくらふれ旅「古代体験講座」（歴史民俗博物館）

９ 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：10時～、18ページ参照）

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木 補聴器相談（役場：11時～12時、13ページ参照）

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木
４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）
ちょっくらふれ旅「ボディーリズムパーカッション体験講座」（中央公民館）

22 金

23 土

24 日

25 月
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、13ページ参照）
町県民税（第２期分）、国民健康保険税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第２期分）納期限（13ページ参照）

26 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、13ページ参照）

27 水
乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

28 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

29 金

30 土

31 日 子どもフェスタくらて2014（中央公民館、４ページ参照）

【ビビンバ風まぜごはん】１人当たりの栄養価　450kcal

　

【イワシのつみれ汁】　１人当たりの栄養価　116kcal

テーマ
「認知症を予防する!!」

■材料（６人分）
白米（３カップ）、牛赤ミンチ（200g）、にんにく（１片）、
生姜（１片）、ごま油（大さじ１）、春雨（30g）、にら（150g）、
にんじん（60g）、炒り白ごま（大さじ３）、錦糸卵（２こ）、

【調味料Ａ…しょうゆ（大さじ 4.5）、酒（大さじ３）、こしょ
う（少々）】、【調味料Ｂ…塩（小さじ 1/3）、こしょう（少々）、
しょうゆ（小さじ１）】
■作り方
①にんにく、生姜をみじん切りにする。春雨は戻し、水

けを切り、ザク切りにする。にらは 4cm の長さに切る。
にんじんはせん切りにしてさっと茹でる。

②フライパンにごま油を熱し、にんにく、生姜を炒め、
牛ひき肉を加え、ポロポロになったら調味料Ａを入れ、
調味する。

③春雨、にら、にんじんを加え調味料Ｂで味をととのえ、
炒りごまを混ぜる。

④炊き上がったごはんを器に盛り、
炒めた具をのせ錦糸卵をのせる。

⑤食べる時によく混ぜ合わせる。

■材料（６人分）
【つみれの材料…イワシのすり身（120g）、ねぎ（20g）、
生姜（15g）、たまご（1/2 こ）】、ごぼう（100g）、大根

（150g）、にんじん（100g）、だし汁（1200cc）、みそ（75g）
■作り方
①ねぎは小口切り、ごぼうはささがき、大根、にんじんは

いちょう切りにする。
②つみれの材料を混ぜ合わせる。
③だし汁を煮立たせ、ごぼう、大根、

にんじんを入れ、柔らかくなった
ら、つみれをスプーンですくいな
がら鍋に落とす。

④出来上がりにみそを溶き入れる。

認知症予防のために
生活習慣病を防ぐ主食・主菜・副菜がそろったバランスのよい食事を

１日３回規則正しくとることが大切です。
脳の血流を良くする食材として…
１．野菜や果物（抗酸化作用があるビタミンＣ・Ｅ、β－カロテン、葉酸）

ビタミンＣ レモン、いちご、グレープフルーツ、キャベツ、小松菜など
ビタミンＥ かぼちゃ、さつまいも、にら、ほうれん草など

β－カロテン ねぎ、グリーンアスパラ、ピーマン、にんじんなど
葉　酸 ほうれん草、ブロッコリー、いちご、レバーなど

２．魚（脳の神経伝達や血行を促す作用のあるＤＨＡ・ＥＰＡ）
いわし、さば、さんま、マグロなど特に青背魚に多く含まれる 

≪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ≫

総合プールの開設期間は８月31日（日）までです。また、13日（水）
から16日（土）まではお休みです。


